


i



ii



DX 

DX RPA

A 

B 

C 

HP

D 

D 

1



23

25

2

3

DX

DX DX

2



A.

3



A.

4



A.

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

5



A.

POS

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

6



70

8

9

7

1

7



B.

8



B.

B.

9



B.

SDG

DX

DX

DX

DX

DX

DX

10



B.

11



1

CS

1

12

SNS 12

12

e

1

12



C.

13



C.

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

14



IT

13

13

1

14

14

1

15



D.

16



D.

17



D.

LAN

SNS

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

DX

18



/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

19



DX

61

3

DX

DX 

/ /

IT

IT / /

IT IT

IT

/ /

61

DX

19

23

20



3

( )

( )

( )

7
30h

4
6h

21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



44



45



46



47



48



49



50



51



089

52



090

53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



82



83



84



85



86



87



88



89



90



91



92



93



94



95



96



97



98



99



100



101



102



103



104



105



106



107



108



109



110



111



112



113



114



115



116



117



118



119



120



121



122



123



124



125



126



127



128



129



130



131



132



133



134



135



136



137



138



139



140



141



142



143



144



145



146



147



148



149



150



151



152



別添２

119 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進 117 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の導入 126 ＤＸ人材育成の進め方

129 製造分野におけるＤＸ推進

021 ＩｏＴ導入に係る情報セキュリティ 098 ワイヤレス環境に必要となる無線LANセキュリティ 116 情報漏えいの原因と対応・対策

040 eビジネスにおけるリーガルリスク 099 社内ネットワークに役立つ管理手法 125 テレワークに対応したセキュリティ対策

057 ネット炎上時のトラブル対応 115 脅威情報とセキュリティ対策

生産・業務プロセスの改善（分類：A) 生産・業務プロセスの改善（分類：A) 生産・業務プロセスの改善（分類：A)

009 POSシステムの活用技術 007 在庫管理システムの導入 015 ３ＰＬとＳＣＭ

056 ＩＴツールを活用した業務改善 016 物流のＩＴ化 017 ＳＣＭの現状と将来展望

091 企業内でＩＴ活用を推進するために必要な技術理解 013 流通システム設計 019 ＩｏＴ活用によるビジネス展開

092 企業内でＩＴ活用を推進するために必要なマネジメント 014 物流システム設計 089 データ活用で進める業務連携

095 ビッグデータ活用 012 卸売業・サービス業の販売戦略 118 ベンダーマネジメント力の向上

055 ＲＰＡを活用した業務効率化・コスト削減 018 クラウド活用入門

096 ＲＰＡ活用 020 クラウドを活用したシステム導入

083 テレワークを活用した業務効率化 054 クラウドを活用した情報共有能力の拡充

088 テレワーク活用 093 ＩＴ新技術による業務改善

120 データサイエンス入門 094 ＡＩ（人工知能）活用

130 経理業務の効率化につながるＤＸの実践 090 失敗しない社内システム導入

087 導入コストを抑えるクラウド会計・モバイルPOSレジ活用

横断的課題（分類：B） 横断的課題（分類：B） 横断的課題（分類：B）

122 テレワーク業務における労務管理 022 ＩoＴを活用したビジネスモデル

121 ビジネスとＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の融合

売上げ増加（分類：C） 売上げ増加（分類：C） 売上げ増加（分類：C）

123 オンライン営業技術 027 マーケティング志向の営業活動の分析と改善

028 統計データ解析とコンセプトメイキング

046 インターネットマーケティングの活用

036 プロモーションとチャネル戦略

047 チャンスをつかむインターネットビジネス

029 顧客分析手法

045 顧客満足向上のためのＣＳ調査とデータ分析

ＩＴ業務改善（分類：D） ＩＴ業務改善（分類：D） ＩＴ業務改善（分類：D）

103 効率よく分析するためのデータ集計 107 表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化

104 ピボットテーブルを活用したデータ分析 108 データベースを活用したデータ処理（基本編）

105 品質管理に役立つグラフ活用 109 データベースを活用したデータ処理（応用編）

106 表計算ソフトを活用した統計データ解析 110 データベースを活用した高度なデータ処理

114 ＳＮＳを活用した情報発信

124 オンラインプレゼンテーション技術

令和４年度において、生産性向上支援訓練のうち、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進に資する人材育成を支援する４６コースを「ＤＸ対応コース」として選定しました。その後、令和５年度に経済産業省の「ＤＸ
リテラシー標準」を参考に新たに１２コースを選定し、令和６年度に新たに３コースを選定したことから、現在のＤＸ対応コースは６１コースとなっています。
また、訓練分野とは別の３つの切り口から課題別にコースを整理し、さらに「ネットワーク、セキュリティに関するコース」、「DX推進に向けたスタートコース」を共通領域として設定しています。
今後も中小企業等のニーズや課題に応じて、DX対応コースとその他の生産性向上支援訓練及び在職者訓練を組み合わせて提供していくことにより、中小企業等におけるＤＸ人材の育成を支援します。

生産性向上支援訓練におけるＤＸ対応コース（６１コース）の選定について

ネットワーク・セキュリティに関するコース

デジタル化と新しい生活様式の課題への対応 業務プロセスの課題への対応 ビジネスモデルの課題への対応

DX推進に向けたスタートコース



訓練受講までの流れ

（2024.12）

※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します。課題や方策の整理

所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。訓練受講

生産性向上支援訓練カリキュラムモデルの中から、訓練目的・分野による分類とは別に、DX推進に向け
たスタートコース、ネットワーク・セキュリティに関するコースを選定し、共通領域として設定しました。
また、DXに向けた３つの課題を設定し、それぞれの課題解決に対応したコースを選定・分類しています。

DX対応コースの概要

生産性向上人材育成支援センターでは、

中小企業等におけるDX人材の育成
を支援しています！

相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。訓練コースの
コーディネート

～生産性向上人材育成支援センター(生産性センター)は、事業主の皆様の生産性向上に向けた人材育成を支援しています～ 生産性センターＨＰ

社内ネットワークのセキュリティ対策を進めたい
⇒【倫理・セキュリティ分野】脅威情報とセキュリティ対策

DX推進に向けたスタートコース

ネットワーク・セキュリティに関するコース

共
通
領
域

IoTによるビジネス環境の変化や動向を知りたい
⇒【組織マネジメント分野】IoTを活用したビジネスモデル

ビジネスモデルの課題への対応コース

システム化に伴うコストの考え方を知りたい
⇒【バックオフィス分野】失敗しない社内システム導入

業務プロセスの課題への対応コース

自社業務に適切なITツールを選定したい
⇒【バックオフィス分野】ITツールを活用した業務改善

３
つ
の
課
題

○受講対象者
事業主の指示を受けた在職者の方

○訓練日数・時間
おおむね１～５日
（４～30時間）

○受講料（１人あたり・税込）
2,200円～6,600円

○訓練会場
自社会議室等を訓練会場とすること
が可能です（講師を派遣します）

現在、社会環境・ビジネス環境の変化に対応すべく、企業・組織を中心に社会全体の
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）が進んでいます。これに対応するためには、
年代・職種を問わず、働き手一人ひとりがＤＸに参画し、デジタル技術を活用したプロ
セスの改善や、デジタルを活用しやすい組織づくりに取り組むことが重要となります。
生産性向上人材育成支援センターでは、生産性向上支援訓練カリキュラムモデルの中

から「DX対応コース」を選定し、中小企業・事業主団体等の“DX人材の育成”を支援し
ています。

DXの推進に必要な知識や導入事例を知りたい
⇒【バックオフィス分野】DXの推進

デジタル化と新しい生活様式の課題への対応コース

別添３



009 POSシステムの活用技術
056 ITツールを活用した業務改善
091 企業内でIT活用を推進するために

必要な技術理解
092 企業内でIT活用を推進するために

必要なマネジメント
095 ビッグデータ活用
055 RPAを活用した業務効率化・コス

ト削減
096 RPA活用
083 テレワークを活用した業務効率化
088 テレワーク活用
120 データサイエンス入門
130 経理業務の効率化につながるDX

の実践

007 在庫管理システムの導入
016 物流のIT化
013 流通システム設計
014 物流システム設計
012 卸売業・サービス業の販売戦略
018 クラウド活用入門
020 クラウドを活用したシステム導入
054 クラウドを活用した情報共有能力

の拡充
093 IT新技術による業務改善
094 AI(人工知能)活用
090 失敗しない社内システム導入
087 導入コストを抑えるクラウド会

計・モバイルPOSレジ活用

015 3PLとSCM
017 SCMの現状と将来展望
019 IoT活用によるビジネス展開
089 データ活用で進める業務連携
118 ベンダーマネジメント力の向上

027 マーケティング志向の営業活動の
分析と改善

028 統計データ解析とコンセプトメイ
キング

046 インターネットマーケティングの
活用

036 プロモーションとチャネル戦略
047 チャンスをつかむインターネット

ビジネス
029 顧客分析手法
045 顧客満足向上のためのCS調査

とデータ分析

022 IoTを活用したビジネスモデル
121 ビジネスとSDGs（持続可能な

開発目標）の融合
122 テレワーク業務における労務管理

123 オンライン営業技術

生
産
・
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

横
断
的
課
題

売
上
げ
増
加

ビジネスモデルの
課題への対応

7コース

Ｉ
Ｔ
業
務
改
善

103 効率よく分析するためのデータ
集計

104 ピボットテーブルを活用した
データ分析

105 品質管理に役立つグラフ活用
106 表計算ソフトを活用した統計

データ解析
114 SNSを活用した情報発信
124 オンラインプレゼンテーション

技術

107 表計算ソフトのマクロによる定型
業務の自動化

108 データベースを活用したデータ
処理（基本編）

109 データベースを活用したデータ
処理（応用編）

110 データベースを活用した高度な
データ処理

業務プロセスの
課題への対応

23コース

デジタル化と新しい生活様式
の課題への対応

19コース

生産性向上支援訓練

119 DXの推進 117 DXの導入 126 DX人材育成の進め方 129 製造分野におけるＤＸ推進

DX推進に向けたスタートコース 4コース

021 IoT導入に係る情報セキュリティ 040 eビジネスにおけるリーガルリスク
057 ネット炎上時のトラブル対応 098 ワイヤレス環境に必要となる無線LANセキュリティ
099 社内ネットワークに役立つ管理手法 115 脅威情報とセキュリティ対策
116 情報漏えいの原因と対応・対策 125 テレワークに対応したセキュリティ対策

ネットワーク・セキュリティに関するコース 8コース

全61コース（2024年12月現在）ＤＸ対応コース一覧



株式会社ビッドシステム 様
「DXを様々な視点で捉えられるようになったことで、顧客に積極的
に提案できるようになりました」

＜訓練を利用した事業主の方の声＞
Q 利用した効果や受講者の方の反応をお聞かせください。
A 今年度、DXをテーマに選んだのはソフト開発の会社としてDXを様々な視点で捉え
た訓練を行いたかったからです。
訓練を利用することで「顧客にとってのDXとは何か？」「顧客が関わっている

ユーザーにとってのDXとは何か？」が具体的にイメージできてきました。訓練を重
ねて受講することで、社員から「自分の仕事が整理できてきた、何がポイントか見
えてきた」との声が聞こえており、これからも継続して訓練を活用していきたいと
思います。

・訓練コース名：「119 DXの推進」
「126 DX人材育成の進め方」
・訓練期間：令和５年９月～11月
・受講者数：各９名

＜訓練を受講した方の声＞
Q 受講した感想をお聞かせください。
A 今回の訓練テーマであるDXについて、最初は敷居が高く感じていましたが、講師の話を聞いてみると、自分
達が既に以前から取り組んでいるWeb上の業務管理等もDXの一つだとわかり、DXが身近なものに感じてきまし
た。また、訓練の中で講師から他社のDXの取組事例等を紹介してもらいとても参考になりました。
今までは顧客の要望に応えるだけでしたが、DXを意識すれば、もっと役に立つものがたくさんあると思うの

で、これからはもっと発展して提案等ができるような気がします。普段はあまり社内で討論することがないため、
演習の中で他の社員達の意見を聞くことができ、新しい発見や考え方を聞けて情報を共有できたのはとても学び
になりました。

・所在地：群馬県伊勢崎市
・従業員数：10名
・事業内容：コンピュータソフトウェアの開発及び販売

株式会社岡田建具製作所 様
「RPAを業務に活用するイメージが掴め、導入に向けて動き始める
ことができました」

・訓練コース名：「096 RPA活用」
・訓練期間：令和５年８月
・受講者数：９名

・所在地：北海道恵庭市
・従業員数：28名
・事業内容：木製建具・造作家具の製作・施工

＜訓練を利用した事業主の方の声＞
Q 利用した効果や受講者の方の反応をお聞かせください。
A これまでに利用した講義形式のセミナーとは異なり、実際にPCを用いて業務プロ
セス自動化が体験できたため、自社への具体的な導入がイメージできたようです。
また、管理者・担当者が受講したことにより、各部署各立場での導入効果や課題

を共通認識として持つこともできました。受講者アンケートでも満足度は高く、「業
務に役立てることができる」ことがその理由だというのも大変頼もしく思っています。

＜訓練を受講した方の声＞
Q 受講した感想をお聞かせください。
A 当社では、製造部門（工場）と同様に事務部門でもカイゼン活動に取り組んでいますが、何から着手すれば
よいかを明確にできず、また、活動の成果を実感することも困難でした。
今回の訓練でRPA活用の対象となる非効率業務の抽出方法や業務効率化のためのRPAの具体的活用方法を習

得できました。実際にPCを使って教えていただいたので、RPAを活用したカイゼン活動に取り組む際のハード
ルがかなり低くなり、積極的な取組への動機づけにもなりました。
これからは、RPAをツールとして、総務の業務だけではなく製造及び営業のバックオフィス業務の効率化を

サポートしていこうと思っています。

今後は、各部署が自らの業務に適したRPAの活用に取り組み、全社的に業務効率化を進めていくことを期待し
ています。また、必要に応じて未受講の社員に対しても訓練を実施したいと考えています。



別添４

生産・業務プロセスの改善（分類：A) 生産・業務プロセスの改善（分類：A) 生産・業務プロセスの改善（分類：A)

001 生産性分析と向上 007 在庫管理システムの導入 015 ３ＰＬとＳＣＭ

002 生産現場の問題解決 009 ＰＯＳシステムの活用技術 016 物流のＩＴ化

004 生産計画と工程管理 006 原価管理とコストダウン 013 流通システム設計

011 品質管理実践 008 購買・仕入れのコスト削減 014 物流システム設計

083 テレワークを活用した業務効率化 053 サービスマネジメントによる品質改善と向上 017 ＳＣＭの現状と将来展望

088 テレワーク活用 089 データ活用で進める業務連携

131 ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の推進 012 卸売業・サービス業の販売戦略

003 生産性向上のための課題とラインバランシング

005 サービス業におけるＩＥ活用

横断的課題（分類：B） 横断的課題（分類：B） 横断的課題（分類：B）

122 テレワーク業務における労務管理 084 ダイバーシティ・マネジメントの推進 127 物流現場のリーダー育成

041 業務効率向上のための時間管理 121 ビジネスとSDGs（持続可能な開発目標）の融合

042 成果を上げる業務改善 062 顧客満足度向上のための組織マネジメント

097 ムダを発見するための業務プロセスの見える化と業務改善

売上げ増加（分類：C） 売上げ増加（分類：C） 売上げ増加（分類：C）

123 オンライン営業技術 030 実務に基づくマーケティング入門 036 プロモーションとチャネル戦略

031 マーケティング戦略概論

034 製品・市場戦略

035 新サービス・商品開発の基本プロセス

063 ビジネス現場における交渉力

ＩＴ業務改善（分類：D） ＩＴ業務改善（分類：D） ＩＴ業務改善（分類：D）

令和６年度において、生産性向上支援訓練のうち、ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の推進に資する人材育成を支援する３６コースを「ＧＸ対応コース」として選定しました。
ＤＸ対応コースと同様に、訓練分野とは別の３つの切り口（環境負荷に対する配慮、持続可能な発展、サプライチェーンの形成）に整理しました。

生産性向上支援訓練におけるＧＸ対応コース（３６コース）の選定について

環境負荷に対する配慮

CO2等の排出を抑え、企業活動による環境負荷を

最小限に抑えるための方法を学ぶコース

持続可能な発展

環境、経済、社会のバランスを保ちながら長期的な発展を

実現するための方法を学ぶコース

サプライチェーンの形成

生産から物流、消費までの過程で効率的なサプライチェーンを

構築する方法を学ぶコース
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生産性向上支援訓練コース体系図

分野 Ａ：生産・業務プロセスの改善

階層 初任層 中堅層 管理者層

中堅、管理者層

生
産
管
理

品
質
保
証

・
管
理

流
通
・
物
流

分野 ＤＸの推進 知識・技術の習得

階層 管理者層の役割 管理者、中堅層の役割 初任層 中堅層

バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

006  

原価管理とコストダウン

018  

クラウド活用入門

083  

テレワークを活用した

業務効率化

055  

ＲＰＡを活用した

業務効率化・コスト削減

003  

生産性向上のための課題と

ラインバランシング

001 

生産性分析と向上

002  

生産現場の問題解決

048  

ものづくりの

仕事のしくみと生産性向上

007  

在庫管理システムの導入

004  

生産計画と工程管理

008  

購買・仕入れの

コスト削減

010  

品質管理基本

011 

品質管理実践

037  

企業価値を上げるための

財務管理

019  

IoT活用による

ビジネス展開

056  

ＩＴツールを活用した

業務改善

089  

データ活用で進める

業務連携

090  

失敗しない

社内システム導入

091  

企業内でＩＴ活用を

推進するために

必要な技術理解

092  

企業内でＩＴ活用を

推進するために

必要なマネジメント

093  

ＩＴ新技術による

業務改善

094  

ＡＩ（人工知能）活用

096  

ＲＰＡ活用

088  

テレワーク活用

017  

ＳＣＭの現状と将来展望

012  

卸売業・サービス業の

販売戦略

014  

物流システム設計

117  

ＤＸ（デジタルトランス

フォーメーション）の導入

119  

ＤＸ（デジタルトランス

フォーメーション）の推進

095  

ビッグデータ活用

120  

データサイエンス入門

118  

ベンダーマネジメント力の

向上

020  

クラウドを活用した

システム導入

005  

サービス業における

ＩＥ活用

009  

ＰＯＳシステムの

活用技術

105  

品質管理に役立つ

グラフ活用

053  

サービスマネジメント

による品質改善と向上

015  

３ＰＬとＳＣＭ

016  

物流のＩＴ化

013  

流通システム設計

054  

クラウドを活用した

情報共有能力の拡充

087  

導入コストを抑える

クラウド会計・

モバイルPOSレジ活用

040  

ｅビジネスにおける

リーガルリスク

057  

ネット炎上時の

トラブル対応

099  

社内ネットワークに

役立つ管理手法

021  

IoT導入に係る

情報セキュリティ

115  

脅威情報と

セキュリティ対策

116  

情報漏洩の原因と

対応・対策

125  

テレワークに対応した

セキュリティ対策

098  

ワイヤレス環境に必要

となる無線ＬＡＮと

セキュリティ

126

ＤＸ人材育成の進め方

127

物流現場のリーダー育成

122  

テレワーク業務における

労務管理
129

製造分野におけるＤＸ推進

130

経理業務の効率化につながる

ＤＸの実践

131 

ＧＸ（グリーントランス

フォーメーション）の

推進

130

経理業務の効率化につながる

ＤＸの実践

129

製造分野におけるＤＸ推進

（別添５）
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分野 Ｂ：横断的課題

階層 初任層 中堅層 管理者層

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

経
営
戦
略

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ナ

レ
ッ

ジ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

組
織
力
強
化

Ｂ：横断的課題

階層 中　高　年　齢　層（ミドルシニアコース） 管理者層

生
涯
キ
ャ

リ
ア
形
成

役
割
の
変
化
へ
の
対
応

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承

組
織
力
強
化

分野

044  

プロジェクト管理技法の

向上

051  

管理者のための

問題解決力向上

024

ナレッジマネジメント

059  

災害時のリスク管理と

事業継続計画

043  

組織力強化のための管理

061  

職場のリーダーに

求められる統率力の向上

076  

職業能力の体系化と

人材育成の進め方

077  

経験に基づく営業活動の

見える化と継承

078  

効果的なＯＪＴを

実施するための指導法

079  

ノウハウの継承のための

研修講師の育成

068  

後輩指導力の向上と中堅・

ベテラン従業員の役割

073  

経験を活かした職場の

安全確保（対策編）

038  

事故をなくす

安全衛生活動

041  

業務効率向上のための

時間管理

042  

成果を上げる業務改善

058  

現場社員のための

組織行動力向上

060  

企画力向上のための

論理的思考法

062  

顧客満足度向上のための

組織マネジメント

039  

リスクマネジメントによる

損失防止対策

066  

中堅・ベテラン従業員

のためのキャリア形成

067

チーム力の強化と中堅・

ベテラン従業員の役割

075  

職業能力の整理と

ノウハウの継承

080  

作業手順の作成による

ノウハウの継承

069  

中堅・ベテラン従業員

による組織の活性化

のための相談技法

071  

フォロワーシップによる

組織力の向上

072  

経験を活かした職場の

安全確保（未然防止編）

081  

若手従業員に気づきを与え

る安全衛生活動（実施編）

022  

ＩｏＴを活用した

ビジネスモデル

086  

ストレスチェック制度を

用いた職場環境改善と

生産性向上

097  

ムダを発見するための

業務プロセスの見える化と

業務改善

023  

個人情報保護と

情報管理

084  

ダイバーシティ・

マネジメントの推進

121  

ビジネスとＳＤＧｓ（持続

可能な開発目標）の融合

057  

ネット炎上時の

トラブル対応

040  

ｅビジネスにおける

リーガルリスク

025  

知的財産権トラブルへの

対応（１）

026  

知的財産権トラブルへの

対応（２）

052  

プロジェクトマネジメント

におけるリスク管理

122  

テレワーク業務における

労務管理

082  

若手従業員に気づきを与え

る安全衛生活動（点検編）

070  

ＳＮＳを活用した

相談・助言・指導

064  

高年齢労働者のための

安心・安全な

職場環境の構築

065  

継続雇用者のキャリア

形成と管理者の役割
074  

クラウドを活用した

ノウハウの蓄積と共有

126

ＤＸ人材育成の進め方

127

物流現場のリーダー育成

128

ファシリテーションを

活用した合意形成の効率化

085  

従業員満足度の向上

052  

プロジェクトマネジメント

におけるリスク管理
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Ｄ：ＩＴ業務改善

受　　講　　の　　流　　れ

分野 Ｃ：売上げ増加

階層 初任層 中堅層 管理者層

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

デ
ー

タ
活
用

情
報
発
信

倫

理

・

セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

営
業
・
販
売

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ

企
画
・

価
格

プ

ロ

モ
ー

シ
ョ

ン

分野

047  

チャンスをつかむ

インターネットビジネス

046  

インターネット

マーケティングの活用

027  

マーケティング志向の

営業活動の分析と改善

050  

提案型営業実践

034

製品・市場戦略

035  

新サービス・商品開発の

基本プロセス

030  

実務に基づく

マーケティング入門

049  

提案型営業手法

063  

ビジネス現場における

交渉力

031  

マーケティング戦略概論

028  

統計データ解析と

コンセプトメイキング

029  

顧客分析手法

045  

顧客満足向上のための

ＣＳ調査とデータ分析

123  

オンライン営業技術

032  

マーケット情報とマーケ

ティング計画（調査編）

033  

マーケット情報とマーケ

ティング計画（販売編）

036  

プロモーションと

チャネル戦略

098  

ワイヤレス環境に必要

となる無線ＬＡＮと

セキュリティ

099  

社内ネットワークに

役立つ管理手法

100  

表計算ソフトを活用した

業務改善

101  

業務に役立つ

表計算ソフトの関数活用

103  

効率よく分析するための

データ集計

102  

表計算ソフトを活用した

効果的なデータの可視化

106  

表計算ソフトを活用した

統計データ解析

104  

ピボットテーブルを

活用したデータ分析

105  

品質管理に役立つ

グラフ活用

107  

表計算ソフトのマクロによる

定型業務の自動化

108  

データベースを活用した

データ処理（基本編）

109  

データベースを活用した

データ処理（応用編）

110  

データベースを活用した

高度なデータ処理

111  

業務効率を向上させる

ワープロソフト活用

114  

ＳＮＳを活用した

情報発信

113  

集客につなげる

ホームページ作成

112  

相手に伝わる

プレゼン資料作成

124  

オンライン

プレゼンテーション技術

115  

脅威情報と

セキュリティ対策

116  

情報漏洩の原因と

対応・対策

125  

テレワークに対応した

セキュリティ対策
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生産性向上支援訓練の現行カリキュラムモデル以外の実施要望を把握した 

場合の取扱いについて 

１ 趣旨 

  生産性向上支援訓練を全国で均質の訓練として実施していくためにカリキュラ

ムモデルを整備しているところであるが、現行のカリキュラムモデルで対応するこ

とができない多様な中小企業等のニーズに対応するため、各施設で把握したカリキ

ュラムの実施に関する要望を本部において集約し、カリキュラムモデルの追加整備

を行うこととする。 

２ カリキュラムモデルに追加する訓練の基本要件 

カリキュラムモデルに追加整備する訓練は、次のいずれにも該当する訓練である

こと。 

（１）実施目的

幅広い業種における職場の管理・改善に関するものやその技能など生産性の向

上に効果的なものであって、生産・業務プロセスの改善や売上げの増加といった

組織的な課題解決に資する内容の訓練であること。 

（２）中小企業等からのニーズを踏まえた訓練

地域の人材育成ニーズに係る調査や、地域の中小企業等に訪問して人事労務担

当者等に対するヒアリングを行う等により把握した、生産性向上に関する課題等

を踏まえたものであること。

（３）訓練分野

カリキュラムモデルの訓練目的「Ａ 生産・業務プロセスの改善」、「Ｂ 横断

的課題」、「Ｃ 売上げ増加」、「Ｄ IT業務改善」のいずれかに該当する訓練であ

ること。

（４）訓練の内容及び実施方法

令和５年 11 月２日付け５高障求公発第 131 号「生産性向上支援訓練の実施に

ついて」の別紙の６（２）に掲げる「訓練の内容」を満たすものであること。 

３ 本部への申請手続 

各施設において把握した既存のカリキュラムモデル以外の要望の申請に係る手

続については、以下のとおりとする。 

（１）人材育成ニーズの分析

ニーズ調査やヒアリング等により把握した中小企業等の人材育成ニーズの内

容等について、別添６－１「生産性向上支援訓練に係る人材育成ニーズシート」

（以下「ニーズシート」という。）に整理すること。 

なお、具体的な人材育成ニーズの分析方法については、令和５年３月 31 日付

別添６
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け事務連絡「職業能力開発プロデュースガイドの改訂及び職業能力開発体系動画

の公開について」において職業能力開発体系を活用した事業主支援の方法をまと

めた「職業能力開発プロデュースガイド（第２版）」を参考にすること。 

（２）ニーズシートの精査

（１）により整理したニーズシートの内容が、上記２の「カリキュラムモデル

に追加する訓練の基本要件」を全て満たすものであるかの確認を行うこと。 

   また、別添６－２「人材育成ニーズシート精査用チェックリスト」により、全 

ての要件を満たすことを併せて確認すること。 

（３）本部への申請

（２）により確認したニーズシートについては、メールにより公共職業訓練部訓

練支援課内の「生産性センター関係」あて提出すること。 

なお、メールの件名については「（都道府県名）生産性訓練カリキュラムモデル 

追加申請」とすること。 

（４）カリキュラムモデルの追加

生産性向上支援訓練カリキュラム等検討委員会において、申請内容を精査した

上で新たなカリキュラムモデルを開発し、適当であると認められるものについて 

既存のカリキュラムモデルに追加し、各施設あて通知する予定であること。 

なお、新しいカリキュラムモデルの通知の時期については、毎年度 10月を予 

定していること。 

４ 留意事項 

追加するカリキュラムモデルについては、全国で使用できる汎用的なものを整備

する必要があることから、必ずしもニーズシートにより申請したとおりの内容が全

て認められるものではないこと。 



別添６－１

施設名　：
担当者名：
管理番号：

事業主団体等名

産業・業種

事業主名

産業・業種

③ その他

2
人材育成ニー
ズ
（訓練の要望）

3 訓練目的

4 訓練分野

5 訓練コース名

6 対象者

7 コースのねらい

①

②

③

④

⑤

演習：

学科Ⅱ：

10 使用機器

生産性向上支援訓練に係る人材育成ニーズシート

○○職業能力開発促進センター

○○　○○
○○-○○-○○

1 ニーズ把握元

①

②

8

訓練コースの内容（必須項目ではありませんので、具体的なイメージがある場合は入力してください。）

学科の
基本項目

9 演習／学科Ⅱ



別添６－１

施設名　：
担当者名：
管理番号：

事業主団体等名

産業・業種

事業主名

産業・業種

③ その他

2
人材育成ニー
ズ
（訓練の要望）

3 訓練目的

4 訓練分野

5 訓練コース名

6 対象者

7 コースのねらい

①

②

③

④

⑤

演習：

学科Ⅱ：

10 使用機器

初任層

9 演習／学科Ⅱ

8
学科の

基本項目

ものづくりの仕事の流れ

　株式会社○○ほか４社にニーズ調査を行ったところ、「ものづくりの基本が理解できていないこと
が要因で部門間の連携がうまくいっていないことから、各部門の初任層を対象にものづくりの仕
事の流れや生産管理のしくみについて学ばせたい」という要望を把握した。

Ａ.生産・業務プロセスの改善

訓練コースの内容（必須項目ではありませんので、具体的なイメージがある場合は入力してください。）

株式会社○○　ほか４社

生産管理

・製造業の業務の仕組みや業界の現在の状況を理解させたい
・生産管理や業務改善の基礎を理解させたい

ものづくりの現場の現状と課題

生産性向上支援訓練に係る人材育成ニーズシート

○○職業能力開発促進センター

○○　○○
○○－25-01

1 ニーズ把握元

①

②
製造業

①又は②を１つ以上記入するこ
と。複数の事業主団体や企業
からニーズを把握した場合は、
必要に応じて行を増やして記載
すること。

A.生産・業務プロセス
の改善

B.横断的課題
C.売上げ増加
D.IT業務改善

から選択

①、②以外で都道府県
等からのニーズである場
合は当該欄に記載する
こと。

初任層、中堅層、管理者
層から選択

記入例

必ずしも既存のカリキュ
ラムモデルの訓練分野と
同じである必要はないこ
と。

都道府県名－年度（西暦の下２桁）－年
度及び都道府県毎の通し番号（２桁）とす
ること。
（例：千葉－25－01）。

中小企業等のヒ
アリング等により
把握した「人材育
成上の課題」を具
体的に記載する
こと。
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管理番号

精査者氏名

チェック欄
（○or×を記

入）

人材育成ニーズシート精査用チェックリスト

○○-○○-○○

生産・業務プロセスの改善や売上げの増加といった、組織的な課題解決に資する内
容の訓練である。

既存のカリキュラムモデルで対応できるものではない。

確認内容

通常の事業活動として遂行されるものを目的とするものではない。
（例）①コンサルタントによる経営改善の指導

②品質管理のマニュアル等の作成又は社内における作業環境の構築や改善
③自社の業務で用いる機器・端末等の操作説明
④自社製品及び自社が扱う製品の説明
⑤国、自治体等が実施する入札に係る手続き　などでない。

資格試験、適性検査に関するものではない。

趣味教養を身に付けることを目的とするものではない。（例：語学習得、話し方教室などでな
い。）

法令で講習などの実施が義務づけられており、事業主にとっても、その講習を受講しなけれ
ば業務を実施できないものではない。
（例）労働安全衛生法に基づく講習（法定業務のある特別教育など）、道路交通法に基づき
実施される法定講習でない。

職業又は職務に間接的に必要となる（職務に直接関係しない）知識・技能を習得させる内容
や職業又は職務の種類を問わず、職業人として共通して必要となるものではない。
（例：接遇・マナー講習など社会人としての基礎的なスキルを習得するための講習などでな
い。）

知識・技能の習得を目的とするものである。（例：意識改革、モラール向上などでない。）



【別添７】

生産性向上支援訓練

　ＡＩ（人工知能）の概要とビジネスの現場におけるＡＩの具体的な活用場面等について理解し、ＡＩ
活用に係る知識を習得する。

Ａ．バックオフィス － 新技術活用

ＡＩ（人工知能）活用

・ＡＩの仕組みを知りたい
・ＡＩの導入事例が知りたい
・ＡＩ活用のメリット・デメリットが知り

たい
・ＡＩの活用方法がわからない
・ＡＩとの対話方法を知りたい
・ＡＩを活用して課題解決のアドバイス

を受けたい

・ＡＩの仕組みを知る
・ＡＩの導入事例を知る
・ＡＩを業務に活用する方法を理解する
・生成ＡＩと対話方法を知る
・生成ＡＩへの質問と対話を通した回答

（アドバイス）の引き出し方を理解する
・ＡＩの活用における課題を知る

094　カスタマイズ例

演習（例）

・課題を通じたＡＩを活用したビジネス展開演習
・クラウドサービスを利用した機械学習／ＡＩ体験
・機械学習／ＡＩ体験を利用したビジネス展開演習
・生成ＡＩと会話演習

応用・実践要素
（例）

・自社におけるＡＩ活用の検討
・ＡＩ活用における課題・分析
・ＡＩを活用したサービス構築演習
・仕事に役立つ生成ＡＩの利用法

パソコンまたはスマートデバイス、ブラウザ

基
本
要
素

基本項目 主な内容（例） （１）１日（６時間）コース
３，３００円（税込）

（２）２日間（１２時間）コース
５，５００円（税込）

■ ＡＩ（人工知能）
の概要

・ＡＩ（人工知能）とは
・機械学習
・ニューラルネットワーク
・ディープラーニング
・生成ＡＩ

■ ＡＩの活用事例
と今後の展望

・ＡＩの具体的な活用事例紹介
・ＡＩ導入の課題
・生成ＡＩ（無料版）を活用し

た回答の引き出し方
・ＡＩの今後の展望

　中堅層、管理者層

Ａ　バックオフィス
・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進
・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の導入
・クラウド活用入門
・クラウドを活用したシステム導入
・クラウドを活用した情報共有能力の拡充
・ＩｏＴ活用によるビジネス展開
・ＩｏＴ導入に係る情報セキュリティ
・ＩＴ新技術による業務改善
Ｂ　組織マネジメント
・ＩｏＴを活用したビジネスモデル ほか

※ 金額は、１名あたりの受講料です。

※ ６～３０時間の間で設定可能です。

人材育成上の課題・目標 課題解決・目標達成を目指して

コースのねらい

カリキュラム（例）

関連コース

日程設定と受講料（例）

推奨対象者

※ 基本項目は必須としますが、主な内容や演習、応用・実践要素は、

ご要望に応じてカスタマイズすることが可能です。

なお、訓練時間によっては、上記の全ての内容を実施できるもの

ではありません。

使用機器等
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